
蓄電

近
世
儒
学
者
の
時
代
区
分
論
　
　
兎
渡
辺
　
　
広

幕
末
・
維
新
期
の
国
学
者
の
活
動
1
と
く
に

　
明
治
維
新
に
お
け
る
国
学
者
の
機
能
と
関
連

　
さ
せ
て
…
一
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
　
登

明
治
初
期
博
覧
会
と
そ
の
理
念
一
旧
筑
摩
県

　
下
の
博
覧
会
を
中
心
と
し
て
…
有
賀
　
義
人

〈
日
本
民
俗
社
会
史
研
究
〉

不
具
者
崇
拝
の
痕
跡
ー
イ
ン
ド
と
日
本
の
比

　
較
民
俗
1
一
　
　

相
葉
伸

民
間
巫
俗
の
性
格
一
巫
女
の
口
寄
せ
と
死
霊

　
垂
口
印
・
一

　
f
イ

日
光
修
験
の
成
立

尾
張
の
祭
雑
考

両
墓
制
の
問
題
点
に
つ
い
て

兄
弟
分
の
民
俗
に
つ
い
て

桜
井
徳
太
郎

和
歌
森
太
郎

熊
谷
　
　
勉

佐
藤
　
米
司

竹
田
　
　
旦

日
本
海
沿
岸
移
民
史
の
考
察
一
東
北
地
方
の

　
場
合
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
見
　
俊
夫

物
部
氏
に
つ
い
・
て
ー
ニ
聖
日
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

　
降
臨
神
話
を
中
心
と
し
て
一
　
宇
野
　
幸
雄

平
安
初
期
に
お
け
る
律
令
中
央
官
制
の
質
的
変

　
化
に
つ
い
て
1
摂
関
体
制
へ
の
移
行
を
中

　
心
と
し
て
一
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
徳
郎

藤
原
実
動
の
年
切
行
事
観
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
栄
昌

鎌
倉
時
代
初
期
の
守
護
と
守
護
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
饗
　
　
亮

近
世
に
お
け
る
地
方
寺
領
の
経
営
i
羽
州
慈

　
恩
寺
領
の
研
究
…
　
　
　
　
　
伊
豆
田
忠
悦

近
世
浜
名
湖
畔
村
の
生
能
心
一
・
人
出
村
六
帖
網

　
を
中
心
と
し
て
－
　
　
　
　
　
松
井

寛
政
改
革
と
旗
本
領
　
　
　
　
若
林

「
芝
村
騒
動
」
覚
書
　
　
　
　
　
　
本
村

幕
末
の
農
兵
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
請
判
藩

　’博淳秀
茂一之次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
茂
男

近
代
社
会
に
お
け
る
立
身
出
世
主
義
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
地
　
重
孝

　
（
「
日
本
文
化
史
研
究
」
A
5
判
六
〇
八
頁
・
年
譜
・

　
著
作
臣
墨
付
・
「
日
本
民
俗
社
会
史
研
究
」
A
5
判

　
六
七
二
頁
・
共
に
昭
和
四
四
年
四
月
　
弘
文
堂
刊
・

　
定
価
各
三
、
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

W
・
ア
ー
ベ
ン
ト
ロ
ザ
ト
著

広
田
司
朗
・
出
口
和
男
訳

　
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
小
史

　
百
年
間
に
わ
た
る
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
史
を
概

観
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

学
の
政
治
学
教
授
で
、
西
ド
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
ニ

ュ
ー
・
レ
フ
ト
の
代
表
的
な
理
論
家
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
人
物
だ
。
こ
う
し
た
著
者
の
立
場
は
本

書
の
叙
述
の
随
処
に
顔
を
出
し
て
い
て
、
日
本
語

に
し
て
二
百
ペ
ー
ジ
（
本
文
）
に
も
満
た
な
い
こ

の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
史
の
概
説
書
を
ま
こ
ど
に

値
性
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　
三
月
前
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
ド
イ
ツ
労
働

運
動
の
始
源
に
簡
、
単
に
触
れ
た
の
ち
、
「
本
格
的
な

概
説
の
筆
は
、
蝋
八
六
三
年
の
ラ
サ
ー
ル
派
の
組

織
の
設
立
か
ら
お
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
叙
述

の
下
限
は
、
本
書
が
発
表
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代

は
じ
め
の
社
会
民
主
党
の
現
状
に
ま
で
お
よ
ん
で

い
る
。
し
か
し
著
老
は
、
こ
の
間
の
百
年
の
社
会

民
主
党
史
を
あ
り
き
た
り
の
均
整
の
と
れ
た
概
説

書
的
叙
述
方
法
で
う
わ
撫
で
す
る
の
で
は
な
く
、

著
老
が
重
要
と
考
え
る
闇
題
で
は
か
な
り
思
い
切

（ノ

ｽ
寄
り
道
も
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
関

連
し
て
著
者
自
身
の
立
場
を
率
趨
に
表
白
す
る
こ

と
も
は
ば
か
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
た

と
え
ば
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
社
会
民
主
党
の
左
翼
反

対
派
や
宗
教
的
、
社
会
主
義
的
グ
ル
…
プ
な
ど
の

動
き
を
扱
っ
た
部
分
が
、
と
り
わ
け
注
目
に
あ
た

・　137 （905＞



い
し
よ
う
。

　
全
体
と
し
て
著
者
は
、
三
月
前
期
か
ら
エ
ル
フ

ル
ト
綱
領
の
制
定
に
い
た
る
時
期
に
ド
イ
ツ
社
会

民
主
党
の
好
ま
し
い
伝
統
が
形
成
さ
れ
た
と
見
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
に
か
ん
し
て
は
、
た
ん

に
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
役
割
を
一
方
的
に

高
く
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
サ
…
ル
の
は
た

し
た
役
割
に
た
い
し
て
も
肯
定
的
な
評
籟
を
惜
し

ん
で
は
い
な
い
。
ま
た
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
つ
い
て
も
、

社
会
民
主
党
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
公
式
化

・
物
神
化
の
責
任
を
す
べ
て
無
差
別
に
彼
に
負
わ

せ
る
傾
向
に
反
対
し
、
少
な
く
と
も
エ
ル
フ
ル
ト

綱
領
起
草
の
段
階
で
の
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
は
こ
の
種

の
非
難
の
あ
た
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
に
あ
っ
て
は
理
論
的
部
分
と

実
践
的
部
分
と
が
弁
証
法
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る

と
し
て
こ
れ
を
高
く
評
価
す
る
著
者
は
、
そ
の
後

の
歴
史
の
中
で
、
こ
の
綱
領
に
も
り
こ
ま
れ
て
い

る
党
の
伝
統
が
く
り
か
え
し
侵
害
さ
れ
て
き
た
と

の
べ
る
。
だ
が
、
著
者
は
、
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
以

降
の
社
会
民
主
党
の
歴
史
を
と
め
ど
の
な
い
堕
落

の
過
程
と
し
て
ま
っ
た
く
見
離
し
て
し
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
官
僚

制
に
よ
る
党
機
構
の
硬
直
化
の
指
摘
は
忘
れ
ら
れ

て
い
な
い
し
、
ま
た
、
一
九
一
四
年
と
一
九
三
三

年
の
「
例
題
試
験
」
に
社
会
民
主
党
が
失
敗
し
た

こ
と
の
責
任
も
き
び
し
く
追
及
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
他
方
で
、
著
者
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
や
ボ
ン
の

民
主
主
義
の
中
に
か
つ
て
の
社
会
民
主
党
の
よ
き

伝
統
の
は
る
か
な
作
用
を
み
と
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
現
在
の
社
会
民
主
党
に
つ
い
て
も
、
そ
の
現

状
を
は
げ
し
く
批
判
し
な
が
ら
、
な
お
「
社
会
主

義
社
会
の
た
め
の
闘
争
と
い
う
放
棄
さ
れ
た
偉
大

な
伝
統
を
復
活
さ
せ
る
」
望
み
を
棄
て
て
は
い
な

い
の
で
あ
る
。

　
養
否
は
別
と
し
て
、
著
者
の
立
場
の
よ
く
滲
み

拙
た
、
問
題
提
起
的
な
ユ
ニ
ー
ク
な
党
史
で
あ
り
、

小
冊
子
で
は
あ
る
が
一
読
に
あ
た
い
し
よ
う
。
．

　
（
B
6
判
二
四
山
開
｝
貝
　
昭
和
四
四
年
九
月
　
　
ミ
ネ
ル

　
　
ヴ
ァ
口
答
刊
定
価
穴
八
○
円
）
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
田
宣
雄
）

奈
良
県
教
育
委
員
会
編

　
　
藤
　
　
原
　
　
宮

　
本
書
は
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報

告
第
二
十
五
冊
で
、
国
道
一
六
五
号
線
橿
原
バ
イ

パ
ス
に
伴
う
宮
域
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。
本
文

を
第
－
章
か
ら
第
W
章
に
わ
け
、
さ
ら
に
付
章
と
．
㈲

し
て
「
遺
跡
・
遺
構
の
分
類
と
標
示
方
法
」
　
「
藤
　
⑲

文
京
域
遺
跡
．
・
遺
物
出
土
地
｛
覧
」
　
「
藤
原
京
関
　
鵬

係
文
献
目
録
」
　
「
藤
原
京
関
係
年
表
」
を
掲
載
し

て
い
る
。
巻
末
の
、
遺
構
遺
物
の
実
測
図
・
写
真

は
印
刷
が
鮮
明
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
調
査
に
至
る
ま
で
の
経
過
が
の

べ
ら
れ
る
。
昭
和
四
一
年
…
二
月
一
四
日
か
ら
四

二
年
五
月
三
か
日
ま
で
の
第
吋
次
調
査
は
道
路
建

設
費
の
一
部
を
使
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
原
因
者
負

担
の
発
掘
調
査
で
あ
り
、
道
路
開
発
側
の
ペ
ー
ス

で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
、
本
文
と
共
に
水
田
の

聯
を
斜
め
に
横
切
る
ト
レ
ン
チ
の
航
空
写
真
が
、

明
確
に
示
し
て
い
る
。

　
第
H
章
は
研
究
史
が
中
心
で
あ
る
。
戦
前
の
日

本
古
文
化
研
究
所
の
発
掘
調
査
と
喜
田
貞
吉
・
足

立
康
の
藤
原
京
条
坊
の
研
究
、
戦
前
・
戦
後
に
わ

た
る
田
村
吉
永
の
研
究
に
ふ
れ
て
い
る
。

　
第
服
章
で
は
第
一
次
調
査
か
ら
昭
和
四
三
年
五

月
二
〇
日
ま
で
の
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
、
二
・

三
・
四
次
調
査
の
日
誌
を
刻
明
に
記
載
し
て
い
る
。

小
活
字
で
単
調
に
な
り
や
す
い
目
誌
の
中
に
「
最

初
の
木
簡
の
発
見
」
の
文
字
を
ゴ
チ
ッ
ク
に
し
、


